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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・1階浴漕のタイルがざらついて危険である為修理の必要があり、修理伝票提出予定。

・事故対策委員会より、6月のインシデントが掲示されており各自確認し、事故防止に繋げて生きましょう。

・第3回院内研修の出欠を確認する事。

＜利用者様情報＞

・高田　マキ　様～本日来所しており､面談を実施。三沢市（実家）では家事をして過ごしているものの､｢暇だよ｣等と訴えている。｢彼氏と会った｣等の恋愛妄想は持続しているものの､現在はトラブル等もない様子。デイケアについては､依然として｢通所する金がかかるから辞める｣と話しており､退所することによるデメリットを再三説明。外来受診時にでも良いので利用することを強く勧めている。

・野月　利章　様～母様より情報提供がある。7月10日転倒して痛めた首については､疼痛を訴えることがなくなり､良くなってきた様子とのこと。7月14日深夜2時､胸痛を訴えることがあったとのことで､外来看護･主治医へ情報提供している。服薬管理については､母が1日分ずつ服薬ボードに入れて管理しており､なくすことはなかったが､昨日は朝･夕食後薬を飲み忘れることがあったとのこと。また､朝より37℃台の発熱があり､首の痛みや手指の痺れ、耳が聞こえ難い、食欲がない、1日500mlの水しか飲んでいないと体調不良を訴えている。12時再度図っても同様の発熱があり､静養室で休んでいただいている。転倒した時に救急病院しか受診していないとの事で、整形外科を受診するよう促している。再度、母様へ連絡し状況確認を行っていく予定。

・田名部　浩平様～朝8時､体温37.2℃の発熱があったものの､9時過ぎには36℃へ解熱。デイケアを欠席するよう青山荘スタッフに勧められるが､利用したいとのことで来所している。デイケアでは体温36.1℃で経過され不調の訴えも聞かれない。

・高島　吉太郎様～本日は活気なく、ふらつきも多く見られている。食事摂取量も減少しており、体力低下予防の為に、間食について青風荘スタッフへ情報提供していく。

・倉橋　生子　様～来所時体温37.1℃、その後も37℃で経過されているが風邪症状やイライラした様子はないとの事。

・板橋　利美　様～先週外来受診後に睡眠薬が減薬となってから、中途覚醒や夢をみるようになったとのこと。夢については楽しかった内容を青風荘スタッフに話していたとのことだが、青陽館ではそのような内容の話はされていない。一昨日の睡眠時間は約5時間、日中の昼寝は15分程しか眠っていないとのこと。

＜事例検討＞

森　美智男様（54）　主治医：中野Dr

主病名：アルコール依存症・コルサコフ症候群・ウェルニッケ脳症

合併症：食道狭窄症・アルコール性ニューロパチー・大腸亜全摘術後　

検討内容今後の目標・計画の検討
長期目標

・再飲酒をせず、地域生活を継続する。

・身体合併症があるため、身体管理を行う。

中期目標

①飲酒をせず、体調管理を整え地域生活を継続する。

②生活リズムを整え、就労継続支援施設の利用を目指す。

短期目標

①食事摂取状況の観察（体重管理、栄養管理）を行う。

②デイケアへ通所し、就労継続支援施設の利用に向けて準備を行う。

実施計画

①食道狭窄があるため、固形物の摂取が出来ない。水分での栄養補給となるため栄養管理や体重管理を行い体調を整える。固形物を口に含んでいる際は、危険であるため止めるよう声掛け。また、水分摂取のみとなるので飲酒に走らないよう振り返りを行う。

②現在、休職している状態。病状により復職は困難である為､生きがいと日中の活動場所の確保を目的として､就労継続支援施設の利用を目指していく。H26年7月より施設への申込が可能となる予定の為､H26年4月より就労継続支援施設｢さんぼんのき｣見学･体験利用を開始していく。施設利用時に作業が円滑に行えるよう､出来ている所と出来ていない所を振り返り､現在の能力の把握を促していく。出来ないところは､出来る方法を一緒に考え､実際に行動できるようサポートする。

現在の状況

・7月20日で退職となり、7月21日から障害福祉サービス利用となる。

・8月1日から就労施設「三本の木」を利用予定。

・「三本の木」体験利用では、指先が器用との事で喜ばれている。

・就労後、すぐにデイケア退所予定と話していたが、不安があるとの事で月・火曜日デイケア利用、水・木・金曜日が仕事となっている。

・食事は徐々に固形物を食べれるようになってきているが、見守りが必要な状態。

・飲酒はしていないが、飲酒欲求はあるとの事。飲酒の悪影響についても理解出来ていない。

・妻様はデイケア利用や手続きなど、全てにおいて協力的。

・対人交流はあまりないが、トラブルもない。

・服薬は忘れることなく出来ている。

検討結果

・8月1日から「三本の木」利用となる為、中期目標②は達成とし、①飲酒しない環境作りを行う。②食事摂取状況の観察（体重管理、栄養管理）を行う。③やりがいや生きがいを持って施設利用を継続していく。と変更していく。

＜外来情報＞

・中村　鶴子　様～眼球上転が週に数回あるとの事で増薬となっている。タスモリン（1）4錠から6錠へと変更となっている。

・清水　秋男　様～両手の中指が痺れると話される。担当医より病気ではないと思われる為、様子観察するようアドバイスされている。

・東海林　康之様～娘様の出産のために余分に薬を処方されていたが、現在は余っている状態との事で4日分処方となっている。

・淡路　智恵子様～兄夫婦が入院となったと話されている。兄様は癌だとの事。誰にも相談していないと話すため、デイケアスタッフへ相談するようアドバイスしている。

・倉橋　生子　様～眼がボンヤリするとの事で、薬剤情報を持参し眼科受診するよう促している。

・野月　利章　様～7/10自転車で転倒してから、尿と便の出が悪いと訴えている。痛みがあり夜間も眠れないと話すため、ロキソプロフェン1回1錠、1日2回まで、14回分処方となっている。

